
東山口を知る会 (1月 16日 、2月 15日 実施 於 :センター)
~束
||1目 を失‖る会」も2月 で 15回 日となりましたc14回、15日 と牛頭、 キ

ケ谷の山崎家について学びました「 松が岡の大本を築いた山崎才兵衛 (万右

衛門)さ んの出身は東山口の山崎家です。慶雲寺の碑 (下の写真)には牛頭
に遷 り住んだとの記述があります.寺ケ谷 という説もあります。
牛頭・寺ケ谷の山崎家の家紋は |~ド リ藤」であることがそれぞれお墓を尋

ねてみて分かりました。

両者共に慶雲寺の檀家だそうで

松が岡の初代・才兵衛 (万右衛門)

の功績を記 した碑 |ま慶雲寺の門の

手前にありますこ (下の写真 )

西町・松が岡の家紋

寺ケ谷 口山崎家の家紋 牛頭・山崎家の家紋

この碑の拓本 (右写真)は松が岡に飾 られてお り、そこに
は「宝暦 5年 (1755年)3月 26日  新脩山崎才兵衛法名
立戒定地居士 配小澤氏法名釣無乗竿大姉合葬墓 宝暦 3
年 (1753年 )8月 29日 (新 しく修復 した才兵衛 と連れ添
い小沢氏合葬の墓 )」 と書かれ、他の面には、4代万右衛門
と親 しかった掛川藩教授の松崎慄堂による初代や 4代を讃
える言葉が書かれています。 (資料はセンターにあります

慶雲寺にある碑  ので興味のある方はお問い合わせ下さい。)
2回の学習会で話題となったのは、牛頭と寺ケ谷のどちらが山崎家の祖であったかということで
した=「掛川市史」やその他の書籍を当たってみると次のような記述が見られます。

○観応 2年 (1351年)伊達藤三景宗 (伊達縫殿助)が今川氏に軍忠状 (自 分の軍功)を提出した
結果、天王森 (諏訪神社)に黒t印が ドされ、′li頭村を神領として拝領 した。牛頭天工社の鍵取 りは
牛頭型∠型型包塗左負型が務めることとなった.
○応仁元年 (1467年)東軍今川 (堀越)貞延軍と西軍横地軍が佐夜中山を中心に合戦した時、今
川貞延は敗れて池 ド鞍骨の池で自害 (没年諸説あり)牛頭村の庄屋・山崎彦右衛門は祠を建て祀っ
た。   ‐ その祠 |ま今もあり (下写真)毎年牛頭の人たちが祀っているということです。
○牛頭の山崎家の墓所に

~山
崎氏鼻祖」と書かれた碑がある。 (下左写真 )

等々から鑑みると牛頭に軍配が上がりそ うですが、まだよくわかりません。
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山崎氏鼻祖の墓 (牛頭).
●

牛頭 堀越入道を祀つてある。
この手前には山崎家の長屋門

があつたという

ロ

ロ

予定:  4月 18日 (土)13時 30分～15時 30分 於 :センター次

是非、多数ご参加ください。

「海老名砦と今川氏 3 の攻防戦」
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